
ケーブル端末のプレハブ化,省力に大きな効果

ゴムまたはプラスチックケーブルは,在来の紙巻絶縁

ケーブルに代わって,広範囲に使用されつつあー),最近

は66～110kVなど高電圧ケーブルも作られている｡特

にわが国では大都市における架空配電が限界に達し,高

圧ケーブルの地中配線が普及されるようになr),7Dラス

チックケーブルも永久用に使われることが昆頁著になった｡

そこで,現場での作業性,接続や端末処理が大きな問題

となっていた｡

今までプラスチックケーブルの端末部の処理は,テー

プ巻やモールド作業など高度の技術と修練が必要とされ,

多くの労力と時間を要するうえ,一度処】聾すると端末部

全体が一一体化するため,次に故障などがおきても解体補

修そ､きない悩みがあった｡

本発明は,短時間に容易に現地作業ができるよう,ま

た電気特性にばらつきのないよう,端末部の必要な部品

をプレハブ化し,簡単に組み立てられるようにしたもの

で,外部の套管(とうかん)でおおったケーブルヘッド

の基本形を開発したものということができる｡本発明は,

ケーブル端末処玉里作業の省力化に絶大な効果をもたらし

ている｡

写真は,プラスチック絶縁66kVケーブルの端末部の実

際を示したものであるが,その内部を概略説明すると,

ケーブル端末はエポキシなど硬質絶縁物でできたハウジ

ングと,これにコイルばねで押しつけられた軟質絶縁補

強体へ貫通し,耳滋器製の套管の中に支持固定され,この

間に絶縁コンパウンドが注入充項(じゅうてん)されて

いる｡
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二のようにプレハブ部品化し,簡単な組立作業で,電

;‾も的に安定した端末処理ができ,大きな省力効果がある

のが本発明の特色である｡
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